





















































方に集中した。例えば 1988 年から 1990 年にかけて、中国の研究者たちが著し
て日本で出版された『東アジアのなかの日本歴史』シリーズ（六興出版社）は、
執筆者 15 名が全員北京・天津・東北地方の研究者であった。ちなみに、このシ




4	 	 1980 年代の中国の日本古代史研究に関して、日本語の紹介や評論には、武光誠「中国人
の日本古代史研究の歩み」『明治学院論叢』375 号、1985 年 3 月、徐建新「1978 年以来の中
国における日本古代史研究の成果と課題」鈴木靖民訳『国学院雑誌』89-6、1988 年 6 月、
李卓「近年中国学者の日本古代史研究」『史苑』50-2、1990 年 5 月など、中国語で論及され
たものには、李玉ほか編『中国的日本史研究』世界知識出版社、2000 年、徐建新「30 年来
的中国日本古代中世紀史研究」『日本学刊』2011 年第 3 期、王金林「六十年来中国日本史研
究的回顧」李卓編『南開日本研究 2013』世界知識出版社、2013 年などがある。






























『中国史研究』2005 年 1 期、劉恒武「五代時期呉越国與日本之間的「信函外交」」『社会科学
戦線』2009 年第 1 期、王小甫「七世紀東亜国際秩序的創立」前掲『中日共同歴史研究報告』
古代史巻、馬雲超「高麗文宗「請医事件」與宋日関係――11 世紀後期日本外交的一個側面」















9	 	 馬一虹「浅論渤日邦交的歴史条件」『日本研究』1993 年第 4 期、孟東風「古代渤海與日本
的文化交流」『吉林師範学院（哲学社会科学版）』1994 年第 4 期、任鴻章・馬一虹「渤日関
係論――「属国」？「与国」？」『日本研究』1995 年第 2 期、魏国忠「論渤日関係中的対等
外交」『日本研究』1996 年第 1 期、王承礼・王巍「従朝貢外交看渤海和日本的関係――以国
書体例和聘使往還年限之争為中心」『北方文物』1996 年第 4 期、田玉娥・劉舜強「従「和同
開珎」銭談渤海国与日本的経済往来」『中原文物』2012 年第 1 期など参照。
10	 沈仁安「倭国の発展」『倭国と東アジア』六興出版、1990 年。
11	 王培真・徐建新「好太王碑原石拓本的新発現及其研究」『世界歴史』1993 年第 2 期、徐建
新「関於北京大学図書館所蔵好太王碑原石拓本」『世界歴史』1995 年第 2 期、同「高句麗好
太王碑早期墨本的新発現――対 1884 年潘祖蔭蔵本的初歩調査」『中国史研究』2005 年第 1





期、王海燕「古代日本五月五日礼儀中的中国因素」『古代文明』2008 年第 1 期、閻華芳「日











大学と遼寧大学の研究者を執筆者として、1982 年から 1993 年までの 11 年にわ










2004 年第 6 期、栄新江「従「井真成墓誌」看唐朝対日本遣唐使的礼遇」『西北大学学報（哲
学社会科学版）』2005 年第 4 期、王子今「井真成墓誌文試補釈」『西北大学学報（哲学社会
科学版）』2005 年第 4 期、王義康・管寧「唐代来華日本人井真成墓誌考辨」『中国歴史文物』
2005 年第 5 期、馬一虹「日本遣唐使井真成入唐時間與在唐身份考」『世界歴史』2006 年第 1




15	 王新生『日本簡史』北京大学出版社、2006 年（2013 年第 2 版、2016 年第 3 版）、同『日
本史随筆』江蘇人民出版社、2011 年、王仲涛・湯重南『日本史』人民出版社、2008 年（2014
年修訂版）、馮瑋『日本通史』上海社会科学院出版社、2008 年（2012 年再刷）などがある。































2007 年までに 1 本（1996 年）しかなかった。しかし、2008 年から 2018 年にかけて、世界






























史』2001 年第 6 期、王金林『日本人原始信仰』寧夏人民出版社、2005 年、王海燕『古代日
本的都城空間与礼儀』浙江大学出版社、2006 年、劉琳琳「日本古代国家疫病祭祀中的鬼神
観念」『世界歴史』2010 年第 2 期、王玉玲「災異思想在日本律令時代的発展及影響」『日本





お わ り に
　以上、中国の日本古代史の現状について述べてきた。今後の課題は次の通り
である。
　まず、個人より研究チームとしての研究が重視されていることである。近年
の中国では、国家社会科学基金の重大・重点プロジェクトの申請に際しては、
個人より研究チームでの研究が重視されており、これにともなって、北京大学
の江戸時代研究、南開大学の日本現代化研究、東北師範大学の近世東アジア思
想史研究、浙江工商大学の文化交流史研究が顕著な成果をあげている。しかし
一方で、研究チームの研究テーマに沿って論文・著作を執筆しなければならな
いので、研究者個人として自身の関心に従った研究をなかなか深められないと
いう問題も存在する。
　次に、研究テーマの多様化とともに、日本の古代史研究と対話できるように
するため、研究方法としては実証を行った上で、マクロ的視点をも用いて、日
本の研究成果を把握しながら、異なる視点や側面から研究を行い、通史的な研
究が多い現状を改善することである。
　第三に、現在の古代史の研究者の研究分野からみれば、政治史、対外関係史、
文化史の研究が多い一方で、財政史、経済史、地方史の研究は極めて稀である。
さらに、摂関政治や院政に視線を向ける研究者も少ない。これらの分野につい
ても研究者を育成していくことが必要であろう。
	 （おう	かいえん　中国・浙江大学	教授）
